


排便管理の治療について
治療期間とは、それぞれの治療に効果があるかを評価するのに必要な期間を言いま
す。この期間継続しても効果がない場合には、別の治療法への切替を考えるタイミ
ングです。効果がある場合には、この期間以上に継続されることもあります。
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かかりつけ医または
看護師さんに
排便日誌を見せて
相談してください。

3ヶ月以上の初期保
存的療法を行っても
症状が改善しない場
合には、次の治療と
して経肛門的洗腸療
法を紹介してもらう
ことができます。

排便日誌を記入して、
ご自身の症状を確認
してください。

治療の流れについて
治療のステップに従って、先生や看護師さんと一緒にご自身に合う排便管理の方法
を見つけてください。



経肛門的洗腸療法の実施施設一覧

掲載している施設は、経肛門的洗腸療法を実施している施設です。最初に医療機関に
て、経肛門的洗腸療法の治療が必要かどうかを判断した後に治療に進みます。

公的医療保険について

経肛門的洗腸療法は、公的医療保険が適用になっていますが、対象となる方は、
下記の2つの条件を満たした方のみとなっております。
1. 3か月以上の保存治療によっても十分な改善が得られていないこと
2. 脊髄障害を原因とする排便障害（直腸手術後でないこと）

経肛門的洗腸療法の実施施設一覧へアクセスするには、QRコードを読み込むか、
「スッキリ排便.jp」と検索いただくか、下記のURLから直接アクセスしてください。

URL：https://www.sukkirihaiben.jp/search/
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